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麻疹ワクチンの接種率と感染症サーベイランスにおける

麻しん様疾患の患者発生状況の関係について

-新潟県および全図における比較検討-
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We reseached the rate of measles vaccination and the outbreak of measles based

on the report of the surveying system of infectious diseases according to both the
health centers in Niigata prefecture and in other prefectures in Japan.

The rate of measles vaccination in Niigata prefecture was 76.5 percents from 1979

to 1988, which was higher than the average rate in Japan. Measles was prevalent all

over the country in 1984, but it was not prevalent in Niigata prefecture probably

because of sufficient immunization.

The average rate of measles vaccination among prefectures in Japan was 62.7

percents from 1979 to 1984. Generally, this rate was higher in eastern prefectures and

lower in western prefectures in Japan. Measles was prevalent all over the country in

1984, and according to the report of the surveying system of infectious diseases, we

recognized the tendency that the number of measles Datients oer clinical institution was
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t.目 的

昭和5議隼より愛図約に麻疹ワクチン碍定期接種が開始

'叫銅f再吊t:'0.-70㌦∴描十∴I:い1._モf-二丈十ト1巨二言

言えない2),窯際をこ,昭和59年をこぼ金閣的な流行が認め

殿麻疹ワタチソの接種率および感貌症サ-ペイランスをこ

おける麻しん様疾患の愚者発生状況を調査した弔また亨

都遺贈県別に同様の調査を行ったところ賢興味ある軌隠

十月∴[∴}/.LTlて報告守㍉:'.

n.方 法

t.新潟県における保健所別の検討

旧 麻疹ワタテンの接磯率

新潟県要撃磯保健部公衆概数課の協力を複で苧昭和鋼隼

かE:)昭和6且隼の新潟県における保健所別の麻疹ワクチン

の接種率を調査し転

宅が 感染症サ-ベイラソ鼠をこおける麻LAJ橡疾患の愚老

発数状況

新潟県環境保健部公衆徹盤深発行の感染症発生情報

(遇鞄)より,昭郵首58年から昭和綴息隼の新潟県をこおける

楓健所別の麻L,ん様疾患の定点当り患者発生件数を求め
上.

'1.全国における都道府県別の検討

裾 麻疹ワクチンの接種率

昭和5･連年から昭和59年の都道府県別の麻疹ワタチソ嘩

接線番数裾を,厚生省太臣官房統計情報部発行の煤塵所

運営報告より求めた逢い9)中また学昭和5趨隼から昭和59

年郡部遺府県別の0-洩才人瑚b)を総理府統計局および

線審庁統計履発行の九m推計薯料および溜勢調査報告よ

渡)感染症サ-ペイラン刻ご瀧ける麻しん様疾患の患者

発幾状況

担西都59年齢濃,愛国的をこ麻しみ捧疾患の流行が認めら

れた｡将教償操鰹医療属感染症対策室発行の昭和59年感

東庄サ---ペイランス事業年報より,同年の麻しん様疾患

碍厳暑発櫨件数軌 患者鼠点数制を戒めた33.C÷頭を

もりで,各都道府県の定点当たり患者発生件数潮とした-

III.結 果

i.新潟県における保健所別の検三二】

裾 麻疹冒ブタチッの接種率 (斎恩や園遷)

昭和鋼簿から昭御宿浸年齢新潟県職援穫率は冒軋5%であっ
上.保紳畑畑-:_∴言.1.､付目､丁(1.宮､∴ :.11熟､7(1.(''lo､

保温をこ陳鰹所別殿産後率を示したがず階層区分は回

議の都道府県別と同じも殿を用いた少新潟県では餐般的

をこ接穫率が商宅,とくに中越地方南部噂上越池野だ高かっ
十∴

亡霊)感染症サ-ペイラン′射こおける麻しん様疾患の愚者

･r･習･状況(衷1､園'll

昭和58年から昭和削鞍の新潟県の定点当り愚老発生件

!lpJと言･1..li!∵~斗 上.保触匪L瑞-′11言聖,.車肯崎･l･).(~叶.

-.範 さ).盟)'･.帖川Lt~I.12(卜 巨刷 ･､G.ill)∴ 昌l_i･甥.-H-)

などで多発していた書昭和58年は確鮎 三魚,巻晋昭和

59芸を崇蕊 芸慧妄喜霊鳥 芸 忘農 芸 書芸表芸妄

件数を示した鋭.階層区分は聞複の都道府県別と同じ

も殿を済む､ため新潟県では柏崎で多発したが,ほかの地



機番他;麻疹ワクチンの援稜率と感駿痩せ-ベJlランスにお狩る
麻しん稜疾患の患者発壁状況の関係をこついて

義 及新潟県における保健所別の麻疹誓タテンの接種率
と廃しん橡疾患の定点当り患者発妓件数

注う蓋S｡5嶺-乱闘の麻疹ワクチンの接穫番数f対象者数
諾S.58-S諸星の廉しん様疾患の患者発妓件数/鼠を畿
約

3新潟市は新潟市廃寮商保健所合計

鼠且保健所別の麻疹ワクチIjの接穫率
川｢細Lr5両･A--昭糾う1隼､1

･lir-)

院慧保健所別殿麻しん梯疾患の定点当り患者発狂件数

川畑ほ)的-こう

域では漉きな流翻まなかったr

2.全国における都道府県別の検討

･1.麻持て/TA/'l●:LTl接種率 iL園:3､､

たせまた,都濃府県男舶こみるとかなりのばらつきが認め

(紀｡漫%)夢魔野県 (黒一8%)き鳥取県 (冒凱鞭%うでは接

木県 鳥8.{)0(∴ 埼卜県 ･_I;LT'＼∴ 長町情､i!ti.ll事し∴

京郁府 .Ll;～ll,TL＼∴ 奈甘皇1..L肘.Lいい｣軌【tt.iTト:ミl吊いい.;.

上島県 -liz_.OOo､二㍊宣伸率十イ三上;1･∴ 日t㌧､､mt,こ川

S=∴転7/L二 束三十卜言高∴ 内妻iト言伏し㌧(工､∴潤汗-1

が認められた皆

掩う感染症サ-ベイラソ封こおける麻しん榛疾患の患者

発生状況 く図射

昭和猶隼の都道府県別の麻しん榛疾患の定点当り患者

軒墓守i~p%JiI-,し11-十畑､主∴(u.(;Il+;3二十tiOr.､itlL-こ川十二L<l)}Lv∴そこぅ

松戸都道府県別にかなりのばらつきが認められた妙北海

道 112∴仰,盲妬即一日11.;酢.巨購い紅い'jLl.福申皇

し'];i.:I);ミ∴lt圭町情IJ･1.tr)ti1.登楼県･､_､1;_L'3lrで:-ば廉いこし
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閑語 都道府県別の麻疹ワクチンの接種率(昭和銅隼-昭和55瞬ミj

榛疾患の流翻糾､さかった (β<m組m-Sm)･これをこ

も日.∴ 拙朋ト(:-)).いい.粧YL:L圧某､1肥･甘.抑刷を

(1L12.7;い..LL甘皇し119.1トト Lij吊.ト111･1'･丁･､杏冊､L

獅5平瀬)ヲ鹿児島県相互4,霊)では多発していた油軸約

+sm≦鋸平総じて,東田本をこ比べて西日寒では麻しん

様疾患の多発傾向を認めたゥ

制 麻疹ワクチンの接種率(αは麻しん様疾患の定点当り

患者発生件数潮の相関をこついて ∈溜議)

麻疹ワタチソの暖機率廟と麻しん榛疾患の定点当り患

者発生件数廟をこ-二)いては,欄関係数㌢--臥3旦97き回帰

相関が認められたマワクチン接種率の高い都遺府県では

麻しん榛疾患は多発せず,接種率の低い都道府県では麻

しん様疾患は多発したと言えよう,
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tV.考 案

麻疹の流行は望-3年の周期で起こり要奉か転変をこか

けて愚老発生が集ゆすると言をうわノてきたが,近年はこの

ようなパタ-ソを取らない.これ闘ま,麻疹ウイルスの

常在化9ワタチソ接穂の普及などが影響しているはさや

麻疹は予発熱の期間が鼠く,発疹も色素沈着を残L,芦

纂症感の強い感汲症であるAまたぎ肺鷹,脳衆などの食

酢症があること李致命率が望√-穏%粟も連することず後

町享巨二川-_凍上甘辛粧::∴Lq甘1:i-.1リ円斗辛･吊-〔∵＼瑚

麻疹ウイルスは感染からミ後めて強いことか転声現在でも

要である,

本邦をこおいてぼ亨昭和嶺且隼より不活化写ブタチッ雛)と盤

ワタチ招‡.慨併用法 潤首d法)で援魔が開始されたも昭
和tl:上目1.哩TA卜'豆砕上品･u.)巨′'̀7㌧ i/い ･Lr＼中神

拙姉一.車j十､こい..'･∴什r:L;'Jll頼子車斗封仁言.接種寸1三耳凋1し-(,

∴㍉甘＼ゝ∴.:).h I'.::.†十 昭畑:'.圭子1(目 しJl王粧召十接軒=_

トー:し鮎'日工工∴-∴･1二∵∴･ノ1∴､､言接種古さ辛目-.上∴､.

麻疹の流行に無防備であり,開%では太流行は臣鋸鼻二でき

ずぅ863--9Wyo'では流行をある程度制御し得ると昌一教ブ離て
い･十'.

新潟県における麻疹ワクチソの接種率は76｡5%でありき

全図平均よりもかなり高か-p)た官保健所別闘豊mぉ雛摘ゝ

新潟県では麻しん様疾患の愛児的な練音調£なか-つた書実

際き細網摘9鞍には金閣的な麻疹碍流行が認められたが,

新潟県は麻しん様疾患の多発しなかつた5遺県の且つに

挙げられている誘う,これは,新潟県をこおける麻疹ワクチ

VGF)接魔率が商い水準を楳-,ていたためであろう｡

新潟県をこおける練健所別のrJタチソ接穫率と患者発生

状況をみてみると争援磯率の低い地域 描孤%前後)でもヲ

接種率の商い地域 (88欝6以上)でも線毛小さな流行が認

められているAこ鞭ようをこ汚接種率の高低をこより患者発

生状況をこ明確な姦策が生じなかった嘩はき新潟県におけ

る接線率が全般的をこ高かったためであろう中LかL,そ

れでも流行は完全闘ま抑制されておらず,現在のワタチ

ソ接穫率は十分ではなく,今後ともその向上が必薯と考

え琶)れた.

-方要昭和54年から昭和59年の都道府県別のワクチン

産廃率の平均は6望.7±13.9%であった.前述したように,

ワタチソ接穫率が5り%では麻疹の流行に無防備であり,

7鰐%でも太流行は阻止できないと言われている望き,昭離

調隼をこ麻しん榛疾患の金閣的流行があった一因としてき

従来の産後率が辛労でないことが挙げられようR

麻疹ワタテンの接種率がこのように低迷している理由

としてぼ軍産磯が望ましいとぎれている敷襖且8カ月か6-)

語感カ月には熱性けいれんを起こしやすく禁忌者が多いこ

と,-----旦流行が始まるとウイルスの伝播が早く援穫前に

すでをこ多くの薯が隊威してしまうこと声量-NKj治体によ了で

はワタテン接種に際して農芸3己飽擬を潔めているところが

あることなどが挙げ軽Jれている箆).ァメリカ舎衆闇では

接穂率が95%にも適しておVj芳春邦で転畢急紅鮭穫率を

向上させる必賓がある遷邑)V

奪回郡検討ではき麻しん様疾患の多発しなか-｡た都道

府県のrjタテン援穫率は高く多iは叡L:ヨ本に位置してい

たこと,これとは連をこ麻しん様疾患の多発した都道府県

のワクチン接穂率は儀宅多くは西田奉をこ澱欝していたこ

ときrjクチン接穂率をこ閑しては東高西低亨麻しん様疾患

碍発生をこついては磯低西海という矧句などが認められた,

しこ∴∴ 耶追付JF.1朝し11､-'-I[こj･銅侶∴tL王君針目iこ

況ii翻二着窓職級の相関が認められた書経橡率鶴高い都言既

婚殿では麻L,ん様疾患は多発せず,接種率の低い都道府

県では麻しん様疾患が多発していたサこのような有意の

相関が得られた理由としてぼ菅麻疹ウイル封孟感巣力が

強いこと苧麻疹には不断性感敬がないこと,症状が濃く

多くは医療機関を受診すること声麻疹ワクチンの抗体藤

袴率が95%以上であることなどが挙げにjれる廿---船に,

麻疹の流行はワクチン接穫率に滋養されると言われてお

りサ奪閲の検討はこれを索柑経るも殿であ-〕紅 麻疹流

巨∴肝要'::f=./,'-.

V,結 語

新潟県をこおける保健所別の麻疹r]ダチソの接種率およ

び感染症サ-ペイラジスをこおを｡㌢る麻Lん様疾患の愚老発

盤状況を調教したとまた¥都道府県紬こ同様の調査を紺っ

杏.

昭和5櫓鞍から昭和6息年の新潟県の麻疹ワタチソの接磯

･率言Tti.;-撒､二い).刊~k目早廿里_､.翫い--.上,昭帰的

闘豊金閣的な麻疹の流行があったが,新潟県では愛鷹的

な流行はなかったかこれは,新潟県をこおける麻疹ワクチ

ンの接種率が高い水準を保っていたためと考えられたむ

一方,昭和5後年から昭和59年の都道府県別の麻疹ワ夕



橋本他;麻疹Tプクチン67)援捧率と感駿症サ-ベイランスをこおける
麻しん様疾患の患者発妓賦泥の関係について

では接種率が高くァ西田本では低いという健棒3を認めた野

しん様疾患の流行があった軌 凍円本をこ比べて紳輔寒で

は多発憾酢を認めた革さらをこ｡昭利馬場年から昭和59年の

都道府県別の麻疹ワクチンの接種率廟と昭和59年齢感

巣症サ--ベイラン/封こおける麻Lん様疾患の定点当をブ患

者発教件数潮紅は予審濠が)魚の相関を認めた白くβ-

()･TT:1,u'l千=卜.J.7･ 廿ニミlt17.n lTを‖_う･樟tI

新潟県および金主覇をこ漉いて†現在の麻疹ワクチンの接

穂率は麻疹流行を完全をこ抑制するには不十分であった甲

今夜｣,.･接種.･工､.､E:=:L:1:守堂こ(.･:･:[∴1.-.

職を終えるをこあたり今際料授断を頂きまLた新潟

県環境像鰹部公衆蘇生課の健様に深謝致し.鴬す召
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